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(57)【要約】
【課題】生体組織からの電極外し時の出血を防止する内
視鏡用高周波止血鉗子の提供。
【解決手段】導電性金属からなり生体組織に高周波電流
を通電する高周波電極として機能する底部を有する鉗子
カップ１００の一対を開閉自在に構成した内視鏡用高周
波止血鉗子において、この鉗子カップ１００の生体組織
に接する接触部に、高周波電流を通電しない電気絶縁性
コーティング部１０２と、前記高周波電流を通電する非
電気絶縁性コーティング部１０１とを十字状に構成し、
前記電気絶縁性コーティング部と非電気絶縁性コーティ
ング部との面積比を１対４から３対４の範囲に設定した
内視鏡用高周波止血鉗子。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　導電性金属からなり生体組織に高周波電流を通電する高周波電極として機能する凹状底
部を有するカップ状鉗子片の一対を開閉自在に構成した内視鏡用高周波止血鉗子において
、
　前記カップ状鉗子片の生体組織に接する接触部の底部に、前記高周波電流を通電しない
電気絶縁性コーティング部と、前記高周波電流を通電し、高周波電極として機能する非電
気絶縁性コーティング部とが分断して構成されていることを特徴とする内視鏡用高周波止
血鉗子。
【請求項２】
　前記電気絶縁性コーティング部と非電気絶縁性コーティング部との面積比が１対４から
３対４の範囲に設定されていることを特徴とする請求項１記載の内視鏡用高周波止血鉗子
。
【請求項３】
　前記カップ状鉗子片が長円状の開口部を有し、前記非電気絶縁性コーティング部が前記
長円状開口部内の底部を十字に横断する形状に構成されていることを特徴とする請求項１
又は２記載の内視鏡用高周波止血鉗子。
【請求項４】
　前記カップ状鉗子片が長円状の開口縁を有し、前記電気絶縁性コーティング部が前記長
円状開口部内の底部を十字に横断する形状に構成されているまたことを特徴とする第１又
第２の特徴の内視鏡用高周波止血鉗子。
【請求項５】
前記カップ状鉗子片が、長円状の開口部を有し、前記電気絶縁性コーティング部が前記長
円状開口部内の底部を格子状に横断する形状に構成されていることを特徴とする第１又第
２の特徴の内視鏡用高周波止血鉗子。
【請求項６】
　前記カップ状鉗子片が、長円状の開口部を有し、前記非電気絶縁性コーティング部が前
記長円状開口部内の底部を格子状に横断する形状に構成されていることを特徴とする第１
又第２の特徴の内視鏡用高周波止血鉗子。
【請求項７】
　前記カップ状鉗子片が、長円状の開口部を有し、前記電気絶縁性コーティング部が前記
長円状開口部内の底部を同心の複数トラック形状に構成されていることを特徴とする請求
項１又は２記載の内視鏡用高周波止血鉗子。
【請求項８】
　前記複数トラック形状に構成された電気絶縁性コーティング部が円周方向に分断されて
いることを特徴とする請求項７記載の内視鏡用高周波止血鉗子。
【請求項９】
　前記カップ状鉗子片が、長円状の開口部を有し、前記電気絶縁性コーティング部が前記
長円状開口部内の底部を横断する複数の線状に構成されていることを特徴とする請求項１
又は２記載の内視鏡用高周波止血鉗子。
【請求項１０】
　前記カップ状鉗子片が、長円状の開口部を有し、前記非電気絶縁性コーティング部が前
記長円状開口部内の底部内に位置する複数の円状に構成されていることを特徴とする請求
項１又は２記載の内視鏡用高周波止血鉗子。
【請求項１１】
　前記一対のカップ状鉗子片の底部に構成された電気絶縁性コーティング部と非電気絶縁
性コーティング部の配置が異なるように構成されていることを特徴とする請求項１から１
０の何れかに記載の内視鏡用高周波止血鉗子。
【請求項１２】
　導電性金属からなり生体組織に高周波電流を通電する高周波電極として機能する一対の
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棒状の棒状鉗子片を開閉自在に構成した内視鏡用高周波止血鉗子において、
　前記棒状鉗子片の生体組織に接する接触部に、前記高周波電流を通電しない非電気絶縁
性コーティング部と、前記高周波電流を通電する電気絶縁性コーティング部とを、棒状の
長さ方向に沿って分断されていることを特徴とする内視鏡用高周波止血鉗子。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、生体組織を挟み込んだ一対の高周波電極に高周波電流を通電して生体組織を
焼灼・凝固する内視鏡用高周波止血鉗子に係り、特に高周波電極を開く際の生体組織から
の出血を防止することができる内視鏡用高周波止血鉗子に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般に内視鏡用高周波止血鉗子は、内面に高周波電極が配されたカップ形状の鉗子によ
り生体組織を挟み込み、前記高周波電極に高周波電流を通電することによって生体組織を
焼灼・凝固するものであり、生体組織に触れる高周波電極の面積を少なくすることにより
、生体組織に深い火傷を広範囲に作って無用の組織破壊を生じることを防止するため、鉗
子カップの閉じ方向面の外縁部のみに導電性金属を露出させ、それ以外の部分全体に電気
絶縁性コーティングを施した鉗子型の高周波処置具が提案されている。
【０００３】
　また、生体組織へ深い火傷を広範囲に作って無用の組織破壊を生じることを防止する内
視鏡用高周波止血鉗子として、下記の特許文献１に記載されるように、一対のカップ状鉗
子片の対向する閉じ方向面の少なくとも一方に複数の鋸歯状凹凸を形成すると共に、この
鋸歯状凹凸の底部に電気絶縁性コーティングを施し、頂部に導電性を設ける技術がある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００９－２９７５０３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　前記特許文献１に記載された技術は、一対のカップ状鉗子片の内面に高周波電極を露出
させて生体組織を挟持したときに止血を行うことができるものの、カップ状鉗子片内面の
電極に生体組織の粘膜が焦げ付きによって、止血施術終了後に一対のカップ状鉗子片を開
く際に前記粘膜に焼き付いてしまった密着部分が生体組織から剥がされ、再度の出血を招
く可能性があるという課題があった。この課題は、棒状の高周波電極により血管を止血す
る内視鏡用高周波止血鉗子においても同様である。
【０００６】
　本発明の目的は、前述の従来技術による課題を解決することであり、止血施術終了後に
鉗子片を開いた際にも生体組織からの出血を防止することができる内視鏡用高周波止血鉗
子を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　前記目的を達成するために本発明は、導電性金属からなり生体組織に高周波電流を通電
する高周波電極として機能する凹状底部を有するカップ状鉗子片の一対を開閉自在に構成
した内視鏡用高周波止血鉗子において、
　前記カップ状鉗子片の生体組織に接する接触部の底部に、前記高周波電流を通電しない
電気絶縁性コーティング部と、前記高周波電流を通電し、高周波電極として機能する非電
気絶縁性コーティング部とが分断して構成されていることを第１の特徴とする。
【０００８】
　また、本発明は、前記第１の特徴の内視鏡用高周波止血鉗子において、前記電気絶縁性
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コーティング部と非電気絶縁性コーティング部との面積比が１対４から３対４の範囲に設
定されていることを第２の特徴とする。
【０００９】
　また、本発明は、前記第１又は第２の特徴の内視鏡用高周波止血鉗子において、前記カ
ップ状鉗子片が長円状の開口部を有し、前記非電気絶縁性コーティング部が前記長円状開
口部内の底部を十字に横断する形状に構成されていることを第３の特徴とする。
【００１０】
　また、本発明は、前記第１又は第２の特徴の内視鏡用高周波止血鉗子において、前記カ
ップ状鉗子片が長円状の開口部を有し、前記電気絶縁性コーティング部が前記長円状開口
部内の底部を十字に横断する形状に構成されていることを第４の特徴とする。
【００１１】
　また、本発明は、前記第１又は第２の特徴の内視鏡用高周波止血鉗子において、前記カ
ップ状鉗子片が、長円状の開口部を有し、前記電気絶縁性コーティング部が前記長円状開
口部内の底部を格子状に横断する形状に構成されていることを第５の特徴とする。
【００１２】
　また、本発明は、前記第１又は第２の特徴の内視鏡用高周波止血鉗子において、前記カ
ップ状鉗子片が、長円状の開口部を有し、前記非電気絶縁性コーティング部が前記長円状
開口部内の底部を格子状に横断する形状に構成されていることを第６の特徴とする。
【００１３】
　また、本発明は、前記第１又は第２の特徴の内視鏡用高周波止血鉗子において、前記カ
ップ状鉗子片が、長円状の開口部を有し、前記電気絶縁性コーティング部が前記長円状開
口部内の底部を同心の複数トラック形状に構成されていることを第７の特徴とする。
【００１４】
　また、本発明は、前記第７の特徴の内視鏡用高周波止血鉗子において、前記複数トラッ
ク形状に構成された電気絶縁性コーティング部が円周方向に分断されていることを第８の
特徴とする。
【００１５】
　また、本発明は、前記第１又は第２の特徴の内視鏡用高周波止血鉗子において、前記カ
ップ状鉗子片が、長円状の開口部を有し、前記電気絶縁性コーティング部が前記長円状開
口部内の底部を横断する複数の線状に構成されていることを第９の特徴とする。
【００１６】
　また、本発明は、前記第１又は第２の特徴の内視鏡用高周波止血鉗子において、前記カ
ップ状鉗子片が、長円状の開口部を有し、前記非電気絶縁性コーティング部が前記長円状
開口部内の底部内に位置する複数の円状に構成されていることを第１０の特徴とする。
【００１７】
　また、本発明は、前記何れかの特徴の内視鏡用高周波止血鉗子において、前記一対のカ
ップ状鉗子片の底部に構成された電気絶縁性コーティング部と非電気絶縁性コーティング
部の配置が異なるように構成されていることを第１１の特徴とする。
【００１８】
　更に、本発明は、導電性金属からなり生体組織に高周波電流を通電する高周波電極とし
て機能する一対の棒状の棒状鉗子片を開閉自在に構成した内視鏡用高周波止血鉗子におい
て、
　前記棒状鉗子片の生体組織に接する接触部に、前記高周波電流を通電しない電気絶縁性
コーティング部と、前記高周波電流を通電する非電気絶縁性コーティング部とが、棒状の
長さ方向に沿って分断されていることを第１２の特徴とする。
【発明の効果】
【００１９】
　本発明による内視鏡用高周波止血鉗子は、鉗子片の生体組織に接する接触部の底部に、
前記高周波電流を通電しない電気絶縁性コーティング部と、前記高周波電流を通電する非
電気絶縁性コーティング部とが分断して構成され、生体組織に高周波電流を印可して焼灼
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・凝固する部分を生体組織表面に分散させ、高周波電極と生体組織が焦げ付きによる密着
部分を減少させることによって、高周波電極の鉗子を生体組織に対して開く際の出血を防
止することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】本発明の第１の実施形態による内視鏡用高周波止血鉗子の外観斜視図。
【図２】本発明の第１の実施形態によるカップ状鉗子片を説明するための図。
【図３】本発明の第２の実施形態によるカップ状鉗子片を説明するための図。
【図４】本発明の第３の実施形態によるカップ状鉗子片を説明するための図。
【図５】本発明の第４の実施形態によるカップ状鉗子片を説明するための図。
【図６】本発明の第５の実施形態によるカップ状鉗子片を説明するための図。
【図７】本発明の第６の実施形態によるカップ状鉗子片を説明するための図。
【図８】本発明の第７の実施形態によるカップ状鉗子片を説明するための図。
【図９】本発明の第８の実施形態によるカップ状鉗子片を説明するための図。
【図１０】本発明の第９の実施形態によるカップ状鉗子片を説明するための図。
【図１１】本発明の第１０の実施形態によるカップ状鉗子片を説明するための図。
【図１２】本発明の第１１の実施形態によるカップ状鉗子片を説明するための図。
【図１３】本発明の第１２の実施形態による内視鏡用高周波止血鉗子の外観斜視図。
【図１４】本発明の第１２の実施形態による内視鏡用高周波止血鉗子の外観斜視図。
【図１５】本発明の第１３の実施形態によるカップ状鉗子片を説明するための図。
【図１６】本発明の第１４の実施形態によるカップ状鉗子片を説明するための図。
【図１７】本発明の第１５の実施形態によるカップ状鉗子片を説明するための図。
【図１８】本発明の第１６の実施形態によるカップ状鉗子片を説明するための図。
【図１９】本発明の第１７の実施形態によるカップ状鉗子片を説明するための図。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
　以下、本発明の複数の実施形態による内視鏡用高周波止血鉗子を図面を参照して説明す
る。
　まず、第１の実施形態による内視鏡用高周波止血鉗子２０は、図１に示すように、導電
性金属からなり、高周波電極として機能する一対の鉗子カップ（カップ状鉗子片）１００
と、該鉗子カップ１００を開閉する軸となる支軸１２と、該支軸１２の中間部を支持する
支持部を有する支持枠体９と、前記支軸１２と間隔を空けて配置される連結軸１４と、該
連結軸１４と回転自在に連結される駆動アーム１１と、該駆動アーム１１が駆動されるこ
とによって一対の鉗子カップ１００を開閉するためのリンク機構１３と、前記支持枠体９
を保持する可撓性シース２とから構成される。この内視鏡用高周波止血鉗子２０は、図示
しないが、可撓性シース２の手元側の端部（基端部）に操作部が連結されており、操作部
を操作して、可撓性シース２内に通された導電性の操作ワイヤーを長手方向に操作者がス
ライド動作させることによって、鉗子カップ１００を開閉し、且つ通電することによって
、操作ワイヤーを経由して鉗子カップ１００に高周波電流を通電することができる。
【００２２】
　本実施形態による鉗子カップ１００は、内面に生体組織外周部を挟み込んで収納するた
めに生体組織と接触する接触部を構成する凹状（カップ状）の底部を有し、図１及び図２
に示すように、前記底部内面に導電性特性を有する十字形状の非電気絶縁性コーティング
部１０１と、該非電気絶縁性コーティング部１０１の十字形状を除く十字形状中抜きの斜
線で示す絶縁性の電気絶縁性コーティング部１０２と、該鉗子カップ１００の開口部縁に
設けられた複数の鋸歯状凹凸部１５の斜面部に斜線で示す電気絶縁性コーティング部２４
とが形成され、外周表面側に絶縁性の電気絶縁性コーティング部１０３他（図中の斜線部
分）が施され、前記複数の鋸歯状凹凸部１５の頂部は、非電気絶縁性コーティング部１６
が施されている。前記各電気絶縁性コーティング部は、導電性の鉗子カップ１００の全体
をフッ素樹脂、セラミック、ポリイド樹脂等の非伝導性材料によってコーティングし、非
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電気絶縁性コーティング部をレーザビームを用いて蒸散することによって形成することが
できるが、この形成方法に限られるものではなく、電気絶縁性コーティング部を印刷や他
の製法によっても良い。また、鉗子カップ１００の底部における非電気絶縁性コーティン
グ部１０１と電気絶縁性コーティング部１０２の面積比は、１対４から３対４の範囲が好
適である。なお、内視鏡用高周波止血鉗子２０は、伝導性のある生体組織を介して高周波
電流が通電するため、鋸歯状凹凸部１５は、鉗子カップ１００を閉じた状態において一方
の非電気絶縁性コーティング部１６と他方の非電気絶縁性コーティング部１６とを対向し
て配置せずに交互に配置しても良く、これは鉗子カップ底部においても同様である。
【００２３】
　本実施形態よる内視鏡用高周波止血鉗子２０の鉗子カップ１００は、カップを閉じた状
態において、前記電気絶縁性コーティングを施した以外の非電気絶縁性コーティング部（
図中の白抜き部分の導通部分）に高周波電流が通電し、該通電部分に接する生体組織表面
を焼灼・凝固することによって、生体組織の外周面に鉗子カップ１００の非電気絶縁性コ
ーティング部１０１による十字状の凝固部と複数の鋸歯状凹凸部１５の頂部及び底部の接
触部による点線状の凝固部を形成しながら徐々に周辺に凝固が広がっていくことになる。
【００２４】
　従って、本実施形態による内視鏡用高周波止血鉗子２０は、挟持した生体組織の外周面
全体を焼灼・凝固することなく、非電気絶縁性コーティング部のみに高周波電流を印加す
ることによって、生体組織との接触面積の１／４から３／４の範囲の狭面積に通電するた
め、狭面積に通電した電流密度の二乗に比例して生体組織の温度が上昇し、短時間に生体
組織の外周部を略十字形状の焼結部を形成することができ、いわゆる十字状に焼結して生
体組織からの止血を行うことができると共に、鉗子カップ１００を開く際の生体組織から
の出血を防止することができる。即ち、本実施形態によれば、焼灼・凝固する部分としな
い部分を組織表面に分散させることによって、高周波電極と生体組織が焦げ付きによる密
着部分を減少させ、患部に対する止血と鉗子カップ１００を開く際の出血を防止すること
ができる。換言すれば、前述の実施形態によれば、鉗子カップ１００の底部に接する生体
組織の焼灼・凝固する部分を分断し分散させることによって、高周波電極と生体組織が焦
げ付きによる密着部分の剥離力（密着力）を減少させ、せっかく凝固させた粘膜が剥ぎと
られてしまうことを防いで、患部に対する止血と鉗子カップ１００を開く際の出血を防止
することができる。
【００２５】
　本発明による内視鏡用高周波止血鉗子２０の鉗子カップ１００の内面である底部に形成
する非電気絶縁性コーティング部と電気絶縁性コーティング部の形状は、前述の実施形態
の形状に限られるものではなく、他の形状の実施形態を次に説明する。なお、内面である
底部の形状以外については、第１の実施形態と同様である。
【００２６】
　第２の実施形態による鉗子カップ１００は、図３に示すように、カップ内面である底部
に、斜線で示す略十字形状の高周波電流を通電しない電気絶縁性コーティング部１１１と
、該電気絶縁性コーティング部１１１の十字形状を除く十字形状中抜きの高周波電流を通
電する非電気絶縁性コーティング部１１２とを施し、第１の実施形態と面積比を逆に構成
することによって、生体組織表面の焼灼・凝固部分を増大させることができる。
【００２７】
　第３の実施形態による鉗子カップ１００は、図４に示すように、カップ内面である底部
に、斜線で示す格子形状の高周波電流を通電しない電気絶縁性コーティング部１１３と、
該電気絶縁性コーティング部１１３の格子形状を除く中抜きの高周波電流を通電する非電
気絶縁性コーティング部１１４とを施すことによって、第２の実施形態と比べて生体組織
表面の焼灼・凝固部分少なくすることができる。
【００２８】
　第４の実施形態による鉗子カップ１００の内面である底部は、図５に示すように、第３
の実施形態（図４）の格子幅を拡げた斜線で示す格子形状の電気絶縁性コーティング部１
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１５と、該電気絶縁性コーティング部１１５の格子形状を除く中抜きの非絶縁性の非電気
絶縁性コーティング部１１６とを施すことによって、第３の実施形態と比べて生体組織表
面の焼灼・凝固部分少なくすることができ、また生体組織表面の焼灼・凝固部分を点状に
配置させることができる。この電気絶縁性コーティング部と非電気絶縁性コーティング部
の形状は、図に示す２色の正方形（または長方形）を接しながら交互に配した市松模様で
あっても良い。
【００２９】
　第５の実施形態による鉗子カップ１００の内面は、図６に示すように、第３の実施形態
（図４）の電気絶縁性コーティング部と非電気絶縁性コーティング部を反転し、カップ底
部に白抜き格子形状の非電気絶縁性コーティング部１１７と、該非電気絶縁性コーティン
グ部１１７の白抜き格子形状を除く斜線で示す絶縁性の電気絶縁性コーティング部１１８
とを施し、第３の実施形態と面積比を逆に構成することによって、生体組織表面の焼灼・
凝固部分を網の目状にすることができる。
【００３０】
　第６の実施形態による鉗子カップ１００の内面である底部は、図７に示すように、第４
の実施形態（図５）に比べて個々の面積を小さくした点状の非電気絶縁性コーティング部
１１９と、該非電気絶縁性コーティング部１１９を除く部分を電気絶縁性コーティング部
１２０を施すことによって、微細な点状の焼灼・凝固部分を生体組織表面に分散させるこ
とができる。
【００３１】
　第７の実施形態による鉗子カップ１００の内面は、図８に示すように、カップ底部に細
線傾斜格子状の電気絶縁性コーティング部１２１と、該電気絶縁性コーティング部１２１
の細線傾斜格子部分を除く部分の白抜きで示す非電気絶縁性コーティング部１２２とを施
すことによって、生体組織の表面全体の焼灼・凝固部分を多数の菱形形状にすることがで
きる。
【００３２】
　第８の実施形態による鉗子カップ１００の内面は、図９に示すように、カップ底部に複
数の同心トラック形状の電気絶縁性コーティング部１２３と、該電気絶縁性コーティング
部１２３の複数の同心トラック部分を除く部分の白抜きで示す非電気絶縁性コーティング
部１２４とを施すことによって、生体組織の表面の焼灼・凝固部分をトラック形状にする
ことができる。
【００３３】
　第９の実施形態による鉗子カップ１００の内面は、図１０に示すように、第６の実施形
態（図７）に比して電気絶縁性コーティング部を細線格子状にしたものであって、細線格
子状の電気絶縁性コーティング部１２５と、該電気絶縁性コーティング部１２５を除く微
細な長方白抜きで示す非電気絶縁性コーティング部１２６とを施すことによって、生体組
織の全体表面の焼灼・凝固部分を微細な網焼き形状にすることができる。
【００３４】
　第１０の実施形態による鉗子カップ１００の内面は、図１１に示すように、図１１中の
横方向に延びる線状の電気絶縁性コーティング部１２７と、該電気絶縁性コーティング部
１２７を除く白抜きの横方向に延びる長方板形状の非電気絶縁性コーティング部１２８と
を施すことによって、生体組織の全体表面の焼灼・凝固部分を微細な板線形状にすること
ができる。
【００３５】
　第１１の実施形態による鉗子カップ１００の内面は、図１２に示すように、断続した複
数の同心トラック形状の電気絶縁性コーティング部１２９と、該断続複数同心トラック形
状の電気絶縁性コーティング部１２９を除く白抜き形状の非電気絶縁性コーティング部１
３０とを施すことによって、生体組織の全体表面に断続した複数トラック形状の焼灼・凝
固部分を形成することができる。
【００３６】
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　また、前記実施形態においては一対の鉗子カップは、それぞれ底部に同一配置の電気絶
縁性コーティング部及び非電気絶縁性コーティング部を設ける例を説明したが、本発明に
よる一対の鉗子カップは、電気絶縁性コーティング部及び非電気絶縁性コーティング部（
図２から図１２）の配置が異なるカップを組み合わせても良い。特に図２に示した鉗子カ
ップと図３に示した鉗子カップを組み合わせて一対の電極を構成することにより、カップ
内全体が生体組織表面を２分割に異なる焼灼・凝固部を形成することによって、粘膜との
接着力も減少し、カップと粘膜との離脱も容易になり、止血施術終了後に鉗子片を開いた
際にも生体組織からの出血を防止することができる。これは、後述する実施形態において
も同様である。
【００３７】
　前述の実施形態においては生体組織の固まりを内部に収納するカップ状の鉗子カップを
もつ内視鏡用高周波止血鉗子を説明したが、本発明は、鉗子カップに限られるものではな
く、棒状の高周波電極により血管等を挟持して止血を行う内視鏡用高周波止血鉗子にも適
用することができ、この第１２の実施形態を次に説明する。
【００３８】
　この第１２の実施形態による内視鏡用高周波止血鉗子は、図１３及び図１４に示すよう
に、導電性金属からなり、高周波電極として機能する一対の棒状鉗子３０と、該棒状鉗子
３０を開閉する軸となる支軸１２と、該支軸１２の中間部を支持する支持部を有する支持
枠体９と、前記支軸１２と間隔を空けて配置される連結軸１４と、前記支持枠体９を保持
する可撓性シース２他とから構成される。この内視鏡用高周波止血鉗子は、前記図１に示
した内視鏡用高周波止血鉗子と同様に、可撓性シース２の手元側の端部（基端部）に操作
部が連結され、この可撓性シース２内に通された導電性の操作ワイヤーを長手方向に操作
者がスライド動作させることにより開閉し、且つ通電することによって、操作ワイヤーを
経由して一対の棒状鉗子３０間に高周波電流を流すことができる。
【００３９】
　特に本実施形態による棒状鉗子３０は、生体組織と接触する接触部を構成する一対の電
極面３１に、電気絶縁性コーティング部４２と非電気絶縁性コーティング部４１とを交互
に配し、高周波電流を通電することによって、破線状の焼灼・凝固部分を生体組織表面に
分断して形成することができ、棒状鉗子３０を開いた際に生体組織からの出血を防止する
ことができる。また、前記棒状鉗子３０は、伝導性のある生体組織を介して高周波電流が
通電するため、棒状鉗子３０を閉じた状態において一方の非電気絶縁性コーティング部４
１と他方の非電気絶縁性コーティング部４１とを対向して配置せずに交互に配置しても良
い。
【００４０】
　さらに、前述の第１～１１の実施形態の鉗子カップ１００の内面である底部に設ける電
気絶縁性コーティング部と非電気絶縁性コーティング部の形状は前述の実施形態にて説明
したものに加え、図１５に示すように、幅をもつ円状の複数の非電気絶縁性コーティング
部１３１を電気絶縁性コーティング部１３２に配したものや、図１６に示すように、分断
した同心長円状に中央から放射状に延びる分断直線からなる非電気絶縁性コーティング部
１３３を電気絶縁性コーティング部１３４に配したものや、図１７に示すように、図中の
上下に２分割した同心長円状の非電気絶縁性コーティング部１３５を電気絶縁性コーティ
ング部１３６に配したものや、図１８に示すように、同心円状の複数の電気絶縁性コーテ
ィング部１３７を非電気絶縁性コーティング部１３８に配したものや、図１９に示すよう
に、白抜きで示す非電気絶縁性コーティング部１３９に幅広且つ分断した円形状の電気絶
縁性コーティング部１４０を配したものであっても良い。
【００４１】
　以上述べたように、本発明の各実施形態による内視鏡用高周波止血鉗子は、高周波電極
である鉗子に所定の面積比を有する非電気絶縁性コーティング部と電気絶縁性コーティン
グ部を配置し、生体組織に高周波電流を印加して焼灼・凝固する部分と焼灼・凝固しない
部分とを組織表面に分散させ、且つ高周波電極と生体組織が焦げ付きによる密着部分を減
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少させることによって、高周波電極の鉗子を生体組織から開く際の焦げ付き密着による出
血を防止することができる。
【符号の説明】
【００４２】
２　　　　　　　　　　　可撓性シース
９　　　　　　　　　　　支持枠体
１１　　　　　　　　　　駆動アーム
１２　　　　　　　　　　支軸
１３　　　　　　　　　　リンク機構
１４　　　　　　　　　　連結軸
１５　　　　　　　　　　鋸歯状凹凸部
２０　　　　　　　　　　内視鏡用高周波止血鉗子
３０　　　　　　　　　　棒状鉗子
１００　　　　　　　　　鉗子カップ
１６、１０１　　　　　　非電気絶縁性コーティング部
２４、１０２、１０３　　電気絶縁性コーティング部

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】

【図５】



(10) JP 2012-19846 A 2012.2.2

【図６】

【図７】

【図８】

【図９】

【図１０】

【図１１】

【図１２】

【図１３】

【図１４】

【図１５】

【図１６】



(11) JP 2012-19846 A 2012.2.2

【図１７】

【図１８】

【図１９】



专利名称(译) 内视镜用高周波止血钳子

公开(公告)号 JP2012019846A 公开(公告)日 2012-02-02

申请号 JP2010158346 申请日 2010-07-13

[标]申请(专利权)人(译) RIVER SEIKOKK

申请(专利权)人(译) 有限公司河精工

[标]发明人 西村幸
百瀬良仁

发明人 西村 幸
百瀬 良仁

IPC分类号 A61B18/12

FI分类号 A61B17/39.320 A61B18/12 A61B18/14

F-TERM分类号 4C160/KK04 4C160/KK06 4C160/KK15 4C160/KK36 4C160/KK37 4C160/MM32 4C160/NN09

外部链接 Espacenet

摘要(译)

要解决的问题：为内窥镜提供高频止血钳，防止从活组织移除电极时出
血。注意：在内窥镜的高频止血钳中包括导电金属，其中一对钳子杯100
与底部部件起作用用于使高频电流流到活组织的高频电极可闭合地构
造，不流动高频电流的电绝缘涂层部分102和流过高频电流的非电绝缘涂
层部分101构造成在接触部分上交叉在钳子杯100中接触活组织，并且电
绝缘涂覆部分和非电绝缘涂覆部分之间的面积比设定在1：4至3：4之
间。

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/5ec7c779-b0a5-4201-b764-881a0ecfc09b
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/045774649/publication/JP2012019846A?q=JP2012019846A

